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Abstract  Low understandability and changeability of embedded software could decrease the productivity 

and quality in later derivative developments due to long time of trying to understand and a broad range of 

modifications. The effects of static characteristics of source software on reuse have not been adequately 

discovered although it is preferable to evaluate ease of reuse without significant modifications in derivative 

developments. In this paper, we propose a framework for measuring reusability of C program source code by 

specifying static characteristics related to ease of black-box reuse without any modifications and analyzing 

relations to actual reuse rate in derivative developments. By applying the framework to 10 embedded software 

derivative development results in a construction equipment manufacturer, we obtained a set of reusability 

metrics mainly related to module couplings via external global variables; it is confirmed that these metrics could 

predict the actual reuse rate with high accuracy. As the actual reuse rate, we used the rate of the number of 

functions reused without any modification in total of the number of functions reused with or without any 

modification. This achievement is expected to be utilized for predicting future reuse rate and related efforts in 

derivative developments, and for supporting modification and/or refactoring of software under consideration of 

derivative development target. In the future, we will verify the generalizability of the framework and findings of 

the paper. Moreover we have a plan to consider the mechanism of proposing ways for improving reusability 

according to the measurement results.  

 

 

1. はじめに 

 同一ドメインにおける組込みソフトウェア群の派生開発は、製品のシリーズ展開に伴いながら、

高効率かつ一定の品質を保ったソフトウェアの開発を目的として実施される。しかしながら、派

生元ソフトウェアの理解や変更が困難な場合、その後の派生開発において修正が多岐にわたる場
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合がある。それは結果として、開発効率や派生後のソフトウェアの品質を低下させ、派生の目的

を十分に達成できない可能性がある。そこで派生を検討する元のソフトウェアについて、その後

の派生開発にて修正を抑えた再利用がしやすいことを評価できることが望ましい。しかしながら、

派生元ソフトウェアの静的な特徴が、その後の再利用にもたらす影響は十分には明らかとされて

いない。 

そこで我々は、組込みソフトウェア群の派生開発を対象として、修正なしのブラックボックス

的な再利用の可能性を予測する枠組みを提案する。本枠組みでは、修正なしの再利用に関係する

C 言語プログラムソースコードの静的特徴を表すメトリクス群を用いて予測を行う。以降におい

て、2 節で背景と研究課題を説明し、3 節で枠組みを提案する。4 節で枠組みを建機メーカの 10

の派生開発に適用した結果および得られた知見を説明し、5節で関連研究について言及したのち、

6節で結論と展望を述べる。 

 

2. 再利用性測定の必要性と研究課題 

これまでにプログラムソースコードを中心として、ソフトウェアの再利用性を測定するための

種々のメトリクスが提案されている[1][2][3][4][5][6][7]。それらの妥当性評価の多くは、一定

規模のサンプルを特定観点（例えば再利用実績[1]や定性的評価[6-7]）に従って優秀な群と劣等

な群に分け、両群の測定値の分布傾向をもって有効性を判定するものである。ただし、これらの

方法では、対象プログラムの部分・全体の大まかな再利用頻度や、属人性を排しきれない定性的

なデータに基づき評価を行う。従って、具体的かつ客観的な再利用実績と照らし合わせておらず、

実際に再利用性の高いプログラム要素（あるいは全体）の特徴を反映していることを精密に検証

していなかった。 

また同様の理由により、 個々のメトリクスが再利用性に与える影響の度合いを分析困難であっ

た。複数のメトリクスを扱うにあたって、複数専門家の意見を集約するといった人手による定性

的分析と重み付けの試みはある[8]。しかしながら、その実際の有効性は未検証であり、従って個々

のメトリクスが再利用性に与える影響の度合いは定量的に明らかとされてこなかった。 

さらに、過去の研究（例えば[9]）において調査対象として扱われるメトリクス候補は高々10

数個の少数のものに限られている。従って、ソースコードについて静的に測定可能な無数の特徴

の中で特に重要なメトリクスを特定できていることの裏付けがなかった。 

これらの問題の解決のため、本論文では以下の Research Question（研究課題）を設定する。

ここで再利用性とは、ソースコードの以降の派生開発におけるブラックボックス的な修正なしの

再利用のしやすさを指し、当該ソースコードに静的に固定された特性と捉える。従って再利用性

が高いほど、当該ソースコードの以降における修正なしの再利用の実績が大きいという関係を期

待するものとする。 

 

 RQ1: ソースコードメトリクスにより以降の客観的な再利用実績を予測できるか？ 

 RQ2: 個々のメトリクスが再利用性に与える影響度合いを明らかとできるか？ 

 RQ3: 考えられる多数のメトリクス候補から裏付けを持って有用なものを特定できるか？ 

 

3. 再利用性測定の枠組み 

我々は上述の研究課題を扱うため、再利用実績の予測を通じた再利用性の測定に有効と想定さ

れる複数のメトリクス（測定法）を定性的に識別する。そのうえで、測定値を具体的かつ客観的

な再利用実績と照らし合わせることで、各メトリクスの有効性を精密に評価し RQ1 に応える。照

らし合わせにあたり、実績を目的変数、各メトリクスの測定値を説明変数とする重回帰分析を実

施することで、各メトリクスが実績に与えている影響を精密に明らかとし RQ2 に応える。さらに、

照らし合わせに用いるメトリクスとして、100 種類を超える多数のメトリクスを可能性のある候

補として網羅的に挙げることで RQ3 に応える。 

将来の派生開発における再利用のしやすさに影響する静的特徴を識別し、メトリクスとして選

定し、測定に用いる枠組みを図 1 に示す。組込みソフトウェアでの派生開発を検討する際、この



枠組みにより導出された再利用性メトリクスを、派生元のソースコードに適用することで、再利

用の程度や範囲、その再利用における修正必要性の予測が可能になることが期待される。 

以降において、我々が提案する再利用性メトリクス群、および、再利用実績を述べる。 

 

図 1: 派生開発と再利用性測定の枠組み 

 

3.1 再利用性メトリクス候補の識別 

我々は最初に、プログラムソースコードの静的解析に基づく品質診断ツール Adqua[10][11]が測

定可能なメトリクスを中心として、ソフトウェアの理解や解析、変更、再利用に影響すると想定

される 102 種類のソースコードメトリクスを候補として定性的に識別した。その抜粋を表 1 に示

す。内訳は、関数を対象としたものが 3 種類（MFnXXX と表記）、ファイルを対象としたものが 91

種類（MFlXXX）、ディレクトリを対象としたものが 8種類（MMdXXX）である。なお関数やファイル

を対象としたメトリクスを、ディレクトリやシステム全体といった上位のモジュール単位の測定

に用いたい場合は、個々の細かな測定結果を合計などにより集約する必要がある。  

識別時点において、これらのメトリクスの測定値と実際の再利用のしやすさとの関係は未解明

である。また、各メトリクスの生データをそのまま用いるとメトリクス間のデータの開きが大き

くなってしまうため、適切な規模メトリクス（例えば関数に関するメトリクスであれば関数の数）

の測定値で正規化した率データを用いることとした。 

 

表 1: 検討した再利用性メトリクス候補（抜粋） 

ID 名称 定義 

MFl004 ステートメント数 

言語の構文規則で、ステートメント(文)として認

識されるものの数。 ステートメントとは、プログ

ラム実行のための最小構成単位のこと。  

MFl019 関数の数 ファイル内に定義されている関数の数。 

MFn022 パラメータの数 引数リスト内に宣言された仮引数の数。  

MFn042 
関数内にてほかの関数を使

用する回数 
関数内にて他の関数を使用する回数。  

MMd032 

ディレクトリ外部から関数

を呼ばれる自ディレクトリ

のファイルの率 

ディレクトリ内の全ソースファイルのうち、ディ

レクトリ外部から関数を呼ばれるファイルが占め

る割合。 

MMd042 依存するモジュールの数 
他のモジュールの関数を使用している場合に、依

存していると考える。 

 

3.2 再利用実績の定義 

派生元ソースコードの再利用の可否の判断には、当該ソースコードの分かりやすさや修正のし

やすさよりも、新たな開発において課せられる要求や環境の都合が強く影響すると考えられる。



派生元ソースコードが再利用しやすいものであったとしても、製品のシリーズ展開にあたり要求

や環境が大幅に変化すれば再利用し得ない。従って、再利用実績として全体のうちの派生元や派

生先における再利用部分の割合を採用しても、派生元ソースコードの再利用のしやすさを適切に

反映していない可能性がある。 

そこで我々は、単純な再利用回数や割合・量ではなく、再利用された部分のうち修正なしで再

利用された割合である再利用率[9]を、再利用の実績として用いる。再利用率が大きいほど、派生

元のプロジェクト成果をブラックボックス的に再利用できたことを意味する。なお、再利用に対

する労力や欠陥数などのプロセスデータを今回の対象について識別困難であったため、入手可能

なプロジェクトの成果として、派生前後のソースコードを比較し分析することとした。 

過去の研究[9]において、扱うメトリクス数は限られていたものの、C 言語プログラムソースコ

ードの再利用が主に関数単位で行われていることが報告されている。そこで我々は、上述の再利

用率について、関数を対象として次の式 1により定義して用いることとした。 

 

再利用率＝        （修正なしに再利用された関数の数）                 （式 1） 

（修正なし、もしくは修正を伴って再利用された関数の数） 

 

具体例を図 2に示す。派生元のあるファイルに 5つの関数 f1～f5が存在する場合を考える。派

生先の新規プロジェクトにおいて対応するファイル中では f1～f3が再利用されている。そのうち

で、修正なしでブラックボックス的に再利用されている関数が f3の 1つである。従って、当該フ

ァイルにおける関数の再利用率は 1/3=33%となる。 

再利用対象
プロジェクト
（派生元）P

新規プロ
ジェクト P’

関数f1 f2 f3 f4 f5

f1 f2 f3 f6 f7

新規 新規

修正個所f8

新規
 

図 2: 再利用率の例 

 

3.3 再利用性メトリクスの特定 

続いて、一定規模の実際の組込みソフトウェアの派生開発における再利用率を再利用実績とし

て測定する。そして再利用率を、派生元のプログラムソースコードに対する上述の全 102 種類の

メトリクス候補の測定値と照らし合わせて、回帰分析により有効な再利用性メトリクスを統計的

に特定する。 

 

4. 枠組みの適用実験と知見 

 我々は上述の枠組みを実際の複数のプロジェクトデータに適用することで、再利用率の予測を

通じた再利用性測定に有効なメトリクスを導出できるかどうかを検証した。以降において、測定

値および再利用率を得る対象のプロジェクト、照らし合わせに基づく評価の過程、および、得ら

れた結果を述べる。 

 

4.1 測定対象プロジェクトの初期選定 

我々は上述の枠組みを、建機メーカにおける実際の派生開発の実績データに適用した。具体的

には、過去 1 度の派生開発が実施され、上述の再利用率を測定可能な開発プロジェクト群のうち

で、比較的近年のデータで信頼性がある 10個のプロジェクト P1～P10を選択し、それらから派生

した新規プロジェクト P1’～P10’への再利用率を算出した。概要を表 2 に示す。派生開発後は

派生前と比較して、関数の数に大きな差はないが、コード行数やファイル数が増大していること

が分かる。 



表 2: 測定・解析対象プロジェクトの基本情報 

特徴 派生元 派生後 

製品数 10 10 

プログラミング言語 C C、一部 C++ 

ソースコード行数 計 20万 LOC程度 計 30万 LOC程度 

ファイル数 計 500程度 計 1000程度 

関数の数 計 1万程度 計 1万程度 

 

4.2 再利用実績の状況およびプロジェクトの絞り込み 

3.2 節の定義に基づいて、関数を対象とした再利用率測定ツールを開発し、10 プロジェクトに

おける再利用率を測定することで再利用実績を調査した。その結果を図 3 に示す。図 3 より、プ

ロジェクトで再利用率が大きくばらついていること（最大 81%、最小 0%）、および、そもそも旧世

代の全関数のうちで全く再利用がなされなかった派生開発プロジェクト（特に P10）が存在する

ことが分かる。この結果は、製品のシリーズ展開における派生開発をもくろむ中で、その組込み

ソフトウェアをほぼ完全に作り直す場合があったことを示している。また、一口に派生開発とい

ってもそもそも再利用するかどうかの方針がまちまちである。そこで、派生元のソースコードの

特徴と照らし合わせるにあたっては、方針の違いの影響を強く受ける、全体のうちの再利用部分

の割合ではなく、再利用率を用いることが適切と考えられる。 

開発方法の追加調査の結果、P9, P10 については開発体制を刷新して異なる開発方法を導入し

ており、再利用率の低さは妥当なものと考えられる。また、P3, P5, P6については、修正なしで

再利用された関数の数が 1～2個と極端に少ないことが分かり、新たな派生開発における要求や環

境の相違が大きいと考えられる。これらのデータを含めたままソースコードの特徴と再利用率の

間の関係を分析すると、ソースコードの本来の再利用のしやすさを的確に捉えられない可能性が

ある。 

そこで以降の分析においては、P1, P2, P4, P7の 4プロジェクトのデータを用いることとした。 
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図 3: 全プロジェクトにおける関数の再利用率と再利用割合 

 

4.3 分析による再利用性メトリクスの識別結果 

続いて我々は、定性的に識別した 102 種類のソースコードメトリクスを P1, P2, P4, P7に適用

し、その率データと再利用率の関係を分析した。ファイル、ディレクトリ、システム全体の各モ

ジュール単位において集約したそれぞれの再利用率を目的変数とし、各メトリクス群の率データ

を説明変数とした重回帰分析を繰り返し行い、自由度調整済み寄与率が最大となる組み合わせを

特定した。多数のメトリクス群からの絞り込みに成功しており、提案する枠組みが RQ3 に応えら

れていることが分かる。 

具体的には、ディレクトリ単位で以下の 5 つのメトリクスの率データからなる回帰式（式 2）

を用いたとき、自由度調整済み寄与率が 0.82 と最大となり、重相関係数も 0.93 と大きいもので



あった。各メトリクスの係数はマイナスであるため、再利用率の向上のためには、各メトリクス

の値を抑えればよいことが分かる。これらのメトリクスは主にモジュール間の結合に関係してお

り、主にヘッダファイルやグローバル変数を介した結合関係を弱くすればブラックボックス的に

修正なしで再利用しやすくなることを示す。 

 

   再利用率=0.97 -1.63*MFl597-0.38*MFl588-0.28*MMd079-0.08*MFl190-0.01*MMd085  （式 2） 

 

 影響が相対的に強いもの 

 MFl597: 直接インクルードするヘッダファイルの種類数 

 MFl588: 他ファイルの外部結合グローバル変数を使用する関数の種類数 

 MMd079: 使用する外部結合グローバル変数が存在する外部ディレクトリの種類数 

 影響が相対的に弱いもの 

 MFl190: パラメータ数が 0の関数の率 

 MMd085: ディレクトリ外部の外部結合グローバル変数を使用する自ディレクトリのファ

イルの種類数 

 

例えば MFl588, MMd079に着目すると、図 4左側のように、多くの関数が他ファイルの外部結合

グローバル変数を用いるようなファイルを含み、多くのディレクトリに依存するディレクトリ D1

の再利用性は低い。一方、図 4 右側のように、外部結合グローバル変数を用いる関数が絞られて

おり、依存する外部ディレクトリ数も少ないディレクトリ D2の再利用性は高い。 

再利用率の実績値と、回帰式による予測値の散布図を図 5 に示す。図 5 から、一定の精度で再

利用率を近似的に予測できており、提案する枠組みが RQ1 に応えられたことが分かる。また回帰

式における係数により影響の強さを推測可能であり、RQ2 に応えられたことが分かる。 

ディレクトリ

関数ファイル

外部結合グロ
ーバル変数

D1
D2

 
図 4: MFl588, MMd079に基づいた再利用性の低いディレクトリ（左）と高いディレクトリ（右） 
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図 5: ディレクトリの再利用率の予測値と実績値（直線は予測値と実測値が一致するポイント） 



4.4 再利用率予測の精度と得られた知見の活用 

外部結合グローバル変数の使用に代表される、主にモジュール間の結合関係が、ブラックボッ

クス的な修正なしの再利用の可否に影響していることを明らかとし、それらのメトリクスから再

利用率を一定精度で予測する式を得た。この結果は、派生開発の検討における再利用率の予測や、

それに基づく派生元の修正判断および以降の工数予測等に応用可能と考えられる。 

また、将来において派生元となる可能性のあるソフトウェアの新規開発において、高い再利用

性をあらかじめ作り込むための設計や実装の指針として参考になると考えられる。例えば、再利

用性への影響の強いメトリクスを用いた指針を表 3 に示す。これらの指針を参照することで、フ

ァイルやディレクトリの設計や実装において再利用性を作り込むことができる。 

 

表 3: 再利用性を作り込むための設計・実装指針 

メトリクス 対象単位 指針 

MFl597 ファイル 直接インクルードするヘッダファイルの種類数を抑える。 

MFl588 ファイル 外部結合グローバル変数の使用により多くの関数が他ファイ

ルに依存しないように、依存する関数を少数にまとめる。 

MMd079 ディレクトリ 外部結合グローバル変数の使用による外部ディレクトリへの

依存関係を抑える。 

 

4.5 妥当性評価 

我々はプログラムソースコードの再利用性を反映する言わば「代理」として、派生前後におけ

る再利用率を用いた。我々は 3.2 節で定義した再利用率が派生元の再利用性を近似的に反映して

いると考えているが、要求の相違といった他の要因が再利用率に影響を与えている可能性はある。

これは、内的な妥当性への脅威（Threats to Internal Validity）と捉える事ができる。そこで

我々は今後、今回扱った 20のプロジェクトの要求の類似性を調査する予定である。 

外的な妥当性への脅威（Threats to External Validity）として、扱ったデータが属するドメ

インが限定的であることが挙げられる。本論文のプロジェクトデータはすべて建機組込みソフト

ウェアのドメインに属している。我々は、4.1 節におけるプロジェクトの基本情報などが、本論

文において明らかとした知見および枠組みの有効範囲を一般化して、他のドメインにおける派生

開発への適用可否を判断する上で参考になると考えている。また、本論文の主題は派生開発にお

ける再利用性を測定するものである。我々は今後、派生ではない新規の開発における過去のソー

スコード資産の再利用性の予測に対する知見の適合性について調査する予定である。 

 

5. 関連研究 

以前の研究[9]では、他の組込みドメインにおいて、再利用性評価に有効であると定性的に識別

した 7 種のメトリクス候補を再利用実績に照らした分析により、以下の 2 種が有効な可能性があ

ることを明らかとしている。具体的には、いずれのメトリクスについても値が小さい方が再利用

実績が高いことを明らかとしている。 

 

 関数内にて他の関数を使用する回数 

 ディレクトリ外部から関数を呼ばれるファイルが占める割合 

 

本論文で識別したメトリクス群と上述の 2 種のメトリクスは、関数やファイルの結合関係に関

係しているという意味で類似しており、ドメインが異なるものの類似した知見が得られたことが

分かる。ただし本論文では、再利用性に影響を与える可能性のある 102 種のメトリクスを広く扱

い、結果としてより多くの有効なメトリクスを特定することに成功している。 

また[9]との相違の他の要因として、外部結合グローバル変数へのアクセス方法の相違が推測さ

れる。[9]の対象内で再利用実績の低いモジュールでは、モジュール外部の外部結合グローバル変



数へのアクセスにあたり、関数を介したアクセスの形を取るケースが多かったと推測される。一

方、本論文の対象内で再利用実績の低いモジュールでは、直接的な変数アクセスの形を取る傾向

にあったことが推測される。 

なお、[9]や本論文の対象内で再利用実績の高いモジュールにおいてはそもそもの外部結合グロ

ーバル変数の利用が抑えられており、結果として上述の 2 種のメトリクス[9]や、4 節における 5

種のメトリクスが再利用性の測定に有効なものとして識別されたと考えられる。 

 

6. おわりに 

我々は、組込みソフトウェアの派生開発について、派生元のソースコードに対する種々のメト

リクスの適用を通じて、以降の派生開発における再利用実績を予測する枠組みを提案した。扱っ

た再利用実績は、派生元の再利用のしやすさを反映していると考えられる。建機メーカにおける

10 の実プロジェクトから選定したデータに枠組みを適用し、100 種類を超える多数のメトリクス

候補から裏付けを持って再利用性測定に有用なものを特定することに成功した（RQ3）。さらに、

個々のメトリクスが再利用性に与える影響度合いを明らかとしたうえで（RQ2）、以降の派生開発

における再利用実績を予測することに成功した（RQ1）。 

具体的には、外部結合グローバル変数の使用に代表される主にモジュール間結合関係が、ブラ

ックボックス的な修正なしの再利用の可否に影響してくいることを明らかとし、それらのメトリ

クスから再利用率を一定精度で予測する式を得た。この結果は、派生開発の検討における再利用

率の予測や、それに基づく派生元の修正判断および以降の工数予測等に応用可能と考えられる。 

今後は、結果の一般性や有効な範囲を、[9]との相違の分析や、他企業・他ドメイン（組込み以

外を含む）における検証を通じて明らかとしたい。 
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付録: 用いた再利用性メトリクス候補一覧 

ID 名称 定義 

MFl004 ステートメント数 

言語の構文規則で、ステートメント(文)として認

識されるものの数。 ステートメントとは、プログ

ラム実行のための最小構成単位のこと。  

MFl019 関数の数 ファイル内に定義されている関数の数。 

MFl025 グローバル関数の定義数 グローバルスコープに定義されている関数の数。   

MFl026 

外部結合グローバル変数使

用・関数呼び出しにより使

用する他ファイルの種類数 

他ファイルの外部結合グローバル変数を使用する

こと、又は、他ファイルの関数を呼び出すことに

より、自ファイルが使用している他のファイルの

種類数。  

MFl061 
外部結合グローバル変数の

定義数 

ファイル内で定義されている、外部リンケージを

持つグローバル変数の数。 すなわち、static の

付かないグローバル変数の数。  

MFl062 コードクローン率 
ファイル中の全コード中、重複している、あるい

は酷似しているコードの割合。 

MFl072 非 ANSIの関数定義数 
仮引数の宣言を分けて記述する、ANSI C 以前の C 

言語での関数定義方法が使われている数。  

MFl074 
break等のない switch文の

数 

switch 文の中で break 文や return 文がなく終

了している case ラベルの数。  

MFl076 
副作用を生じる三項演算子

使用数 

副作用を生じる条件演算子(三項演算子)を使用し

ている数。  

MFl083 continue 文の数 ファイル内に記述された continue 文の数。  

MFl092 ポインタ演算の数 ポインタに対して演算が行われた回数。  

MFl093 重複インクルード数 

同じファイルを重複してインクルードしている回

数。インクルードしたファイルが別のファイルを

インクルードしている結果起きた間接的な重複も

カウントします。  

MFl097 未使用の実引数の数 関数内で使用されていない実引数の数。  

MFl098 未使用のラベルの数 使用されていないラベルの数。  

MFl099 
&&や||の右式がスカラ型で

ない数 

"&&"や"||"の右辺がスカラ型でない式の数。スカ

ラ型とは、基本型、列挙型またはポインタ型に該

当する型のことです。 

MFl127 
参照していないヘッダを

includeしている数 

参照しないヘッダファイルをインクルードしてい

る数。  

MFl129 重複インクルード未考慮数 

重複してインクルードしてしまうことへの考慮が

なされていないヘッダファイルの数。 重複インク

ルードを避けるためにヘッダファイルに以下のよ

うなコードを記述することが一般的です。  



MFl130 
U 接尾語が未使用な１６進

定数の数 
接尾語に "U" が使われていない 16 進定数の数。  

MFl131 
接尾語に l が用いられた定

数の数 
接尾語に "l" が使われている定数の数。  

MFl136 副作用のない文の数 副作用がなく、意味のない分の数。 

MFl141 変更されない変数の数 
値が変更されることがないにも関わらず、const

宣言されていない変数の数。 

MFl144 変更されない引数の数 
値が変更されることがないにも関わらず、const

宣言されていない引数の数。 

MFl146 
代入演算子使用の制御式の

数 

代入演算子が使用されている制御式の数。具体的

には、実質的にブール型になっている変数に対し

て代入演算子("=")や複合代入演算子("+=" , 

"-=")が使用されている件数。 

MFl150 
明示していない比較演算の

数 
ゼロとの比較演算の記述を省略している式の数。 

MFl152 

ソースファイルで宣言され

た外部結合を持つ変数や関

数の数 

外部結合を持つ変数や関数が、ヘッダファイルで

はなく、ソースファイルで宣言されている数。  

MFl171 
波括弧で囲まれていない制

御文の数 

本体が波括弧( "{ }" )で囲まれていない制御文の

数。 

MFl178 
一行に複数の宣言や文があ

る数 
1 行中に複数の宣言や文が書かれている行の数。  

MFl179 インデントの不適切数 
インデントの付け方が、その行以前の行と一貫し

ていない行の数。 

MFl180 
閉じ波括弧の配置の不適切

数 

対応する開き波括弧の配置と合っていない閉じ波

括弧の数。 

MFl183 
int 型以外の、接尾語のな

い整数定数の数 
int 型でなく、かつ接尾語のない整数定数の数。  

MFl184 関数形式マクロの定義数 関数形式マクロを定義している数。  

MFl185 
1 つの#define 内で複数の#

や##演算子を用いている数 

1 つのマクロの中で、# 演算子、## 演算子が複数

個使用されている回数。  

MFl187 代入が複数ある文の数 
1 つの式の中に、複数の代入演算子や複合代入演

算子が使用されている回数。  

MFl188 
for 文以外でのカンマ演算

子の使用数 

for 文以外の文中にカンマ演算子(" , ")が使用さ

れている回数。  

MFl189 

ヘッダファイル内に存在す

る、外部結合を持つオブジ

ェクト・関数の定義の数 

外部結合を持つオブジェクトや関数のうち、ヘッ

ダファイルで定義されているものの数。  

MFl190 
パラメータ数が 0 の関数の

率 

ファイル内の全関数のうち、引数を持たない関数

が占める割合。 

MFl191 
型を明示していない関数宣

言の数 
宣言時に型が明示されていない関数の数。  

MFl192 
型を明示していないオブジ

ェクト宣言の数 

宣言時に型が明示されていないオブジェクトの

数。  



MFl195 
ディレクトリ外部から使用

される関数の種類数 

ファイルが属するディレクトリの外部から使用さ

れる関数(そのファイル内で定義されているもの)

の種類数。複数回使用されていても 1 と数えま

す。  

MFl221 不適切なマクロ定義の数 

定数、括弧で囲まれた式、型修飾子、記憶クラス

指定子、do-while-0 構造以外にマクロ定義を使用

している数。  

MFl224 

&& または || との間で演

算の順序がわかりにくいも

のの数 

演算子の優先順位を明確に示す括弧"()"を記述す

ることなしに、「 演算子 ( ) [ ] -> .または単項

演算子、二項演算子、三項演  

算子 」と「&& または ||」を使用している数。  

MFl229 
他の名前空間に同じ名前の

識別子がある数 

異なる名前空間で、同じ名前の識別子が使用され

ている回数。  

※ 識別子には 4 種類の名前空間があり、同じス

コープ内でも名前空間が異なれば、同じ識別子を

使用することが可能です。  

MFl230 
関数の引数にオブジェクト

の値を渡している数 

引数にオブジェクト（クラス・構造体・共用体）

の値を取る関数の数。  

MFl232 
演算の順序がわかりにくい

ものの数 

使用されている演算子の優先順序がわかりにくい

ため、括弧によって演算順序の指定を行うことが

望ましい式の数。 

MFl264 
&&や||の右式に副作用があ

る式の数 

右オペランドに副作用を含む式が記述されている 

&& または || 演算子の数。  

MFl267 ++・--演算子を含む式の数 
部分式の中で使用されている ++ または -- 演算

子の数。  

MFl268 
1 ビットの符号付きビット

フィールドの数 

符号を表現するためのビットが確保できないビッ

トフィールドが定義されている数。  

MFl271 
8 進定数または 8 進拡張表

記の使用数 

8 進定数または 8 進拡張表記(数字列の先頭が 0 

または \0 である定数)が使用されている数。  

MFl272 
case 節の中で、末尾以外に

存在する break文の数 

switch 文の各節の末尾以外で使用されている

break 文の数。  

MFl275 
for ループ式で初期化され

ていない制御変数の数 

初期化式(第一式)で初期化されていない for 文

の制御変数の数。  

MFl276 
for 文でのカンマ演算子の

使用数 

for 文の第一式、第二式、第三式の中で使用され

ているカンマ演算子の数。  

MFl278 
switch 文の末尾以外に存

在する defaultラベルの数 

末尾の節が、default 節になっていない switch 

文の数。  

MFl282 
一貫性の無い仮引数宣言を

持つ関数の数 

仮引数名の有無に一貫したルールがない関数プロ

トタイプ宣言の数。  

MFl283 
前の関数宣言時と異なる引

数名を持つ関数の数 

仮引数名の付け方に一貫したルールがない関数プ

ロトタイプ宣言の数。  

MFl284 
入れ子のブロック内に存在

する case節または default

switch 文の中に入れ子のブロックが存在し、その

中に case 節または default 節が記述されてい



節の数 る数。  

MFl297 冗長な*演算子の数 プログラムの動作に寄与しない文の数。  

MFl298 
初期化子中の冗長な括弧の

数 
余分な波括弧が使用されている初期化子の数。  

MFl310 
増分式で使用されていない

制御変数の数 

増分式(第三式)に記述されていない for 文の制

御変数の数。  

MFl312 重複する typedef宣言の数 
評価対象のプロジェクト内の複数の翻訳単位で重

複して宣言されている "typedef" の数。  

MFl315 

一つの関数のみから呼び出

される外部結合を持つオブ

ジェクトの数 

評価対象のプロジェクト内の一つの関数だけから

呼び出されている外部結合を持つオブジェクトの

数。  

MFl316 

一つの翻訳単位でのみ使用

される外部結合を持つ関数

の数 

外部結合で宣言されているが、評価対象のプロジ

ェクト内の一つの翻訳単位のみで使用されている

関数の数および外部結合で宣言されているが、１

つの内部結合でのみ使用されている関数の数。  

MFl317 

一つの翻訳単位でのみ使用

される外部結合を持つオブ

ジェクトの数 

外部結合で宣言されているが、評価対象のプロジ

ェクト内の一つの翻訳単位のみで参照されている

オブジェクトの数および外部結合で宣言されてい

るが、１つの内部結合でのみ使用されているオブ

ジェクトの数。  

MFl322 
複数の break 文を含む繰り

返し文の数 

複数の break 文が使用されている繰り返し文の

数。  

MFl327 
ブロックスコープで宣言さ

れた関数の数 

ファイルスコープではなく、ブロックスコープで

宣言されている関数の数。  

MFl328 

ブロックスコープで宣言さ

れた結合をもつオブジェク

トの数 

ファイルスコープではなく、ブロックスコープで

宣言されている結合をもつオブジェクトの数。  

MFl329 
ブロック内で定義された

#defineまたは#undef の数 

ファイルスコープではなく、ブロックスコープで

宣言されている #define または #undef の数。  

MFl331 
ヘッダファイル内に存在す

るべき typedef宣言の数 

ソースファイルの中で宣言されている typedef 

の数。 

MFl332 意図がわかりづらい空文 
意図して記述された空文なのかの判断がしにくい

空文(";"だけの文)の数。  

MFl334 使用しない関数の数 
定義されているものの使用されていない関数の

数。  

MFl347 
#if での未定義マクロの使

用数 
#if で使用されている未定義マクロの数。  

MFl352 
より広い変数を隠蔽する識

別子の数 

より広い有効範囲をもつ同じ識別子をもつ変数を

隠蔽している識別子の数。  



MFl355 
ループ本体で変更されてい

る制御変数の数 

ループヘッダの中ではなく、ループ本体の中で変

更されているループ制御変数の数。  

MFl367 

一つの関数だけから呼び出

される内部結合グローバル

変数の数 

翻訳単位内の一つの関数だけから呼び出されてい

る static のつくグローバル変数の数。 

MFl378 

複数ファイルで宣言されて

いる外部結合を持つ識別子

の数 

複数箇所で宣言されている同一識別子の変数また

は関数の数。 

MFl384 
実行パスを 1 つしか持たな

い switch文の数 

case 節が 1 つも存在しない (default 節のみ

の)switch 文の数。  

MFl387 固有の識別子でないタグ名 
複数のタグ宣言で使用され、それぞれが同じ構造

体、共用体、列挙体でない識別子の数。  

MFl389 
異なる型で宣言されている

識別子の数 

複数の宣言で使用され、それぞれに異なる型が与

えられている識別子の数。  

MFl409 
波括弧で囲まれていない

if-if-else 文の数 

本体が波括弧 ( "{ }" )で囲まれていない 

if-if-else 文の数。  

MFl418 
配列、構造体の初期化子が

波括弧で囲まれていない数 

初期化子の各要素が、波括弧で囲まれていない配

列または構造体の数。  

MFl497 マジックナンバの使用数 

関数や、初期化子の中で定数ではなくリテラルを

使用している数。(リテラル 0 , 1 は例外として

カウントしません)  

MFl556 
他ファイルから呼ばれる関

数の種類数 

他ファイルから呼ばれる関数の種類数。 複数のフ

ァイルから呼ばれる関数であっても、カウントは 

1 になります。  

MFl588 

他ファイルの外部結合グロ

ーバル変数を使用する関数

の種類数 

他ファイルの外部結合グローバル変数を使用する

＜自ファイルの関数＞の種類数。  

MFl589 

使用する他ファイルの外部

結合グローバル変数の種類

数 

自ファイルで使用する＜他ファイルの外部結合グ

ローバル変数＞の種類数。  

MFl590 

他ファイルから使用される

自ファイルの外部結合グロ

ーバル変数の種類数 

他ファイルから使用される＜自ファイルの外部結

合グローバル変数＞の種類数。  

MFl591 

自ファイルの外部結合グロ

ーバル変数を使用する他フ

ァイルの関数の種類数 

自ファイルの外部結合グローバル変数を使用する

＜他ファイルの関数＞の種類数。1 つのファイル

内の複数の関数がそれぞれ、自ファイルの外部結

合グローバル変数を使用していても、カウントは 

1 になります。  

MFl593 
他ファイルの関数を呼び出

す関数の率 

他ファイルの関数を呼び出す＜自ファイルの関数

＞の率。  

MFl594 
呼び出す他ファイルの関数

の種類数 

自ファイルから呼び出す＜他ファイルの関数＞の

種類数。  

MFl595 
他ファイルから呼ばれる関

数の率 

他ファイルから呼ばれる＜自ファイルの関数＞の

率。  



MFl596 

自ファイルの関数を呼び出

す他ファイルの関数の種類

数 

自ファイルの関数を呼び出す＜他ファイルの関数

＞の種類数。  

MFl597 
直接インクルードするヘッ

ダファイルの種類数 

自ファイルが直接インクルードしている＜ヘッダ

ファイル＞の種類数。  

MFl599 

外部結合グローバル変数使

用・関数呼び出しにより、

自ファイルを使用する他フ

ァイルの種類数 

外部結合のグローバル変数を使用している、また

は関数を呼び出していることにより、自ファイル

を使用する＜他ファイル＞の種類数。1 つのファ

イルが複数回使用していても、カウントは 1 にな

ります。  

MFn022 パラメータの数 引数リスト内に宣言された仮引数の数。  

MFn042 
関数内にてほかの関数を使

用する回数 
関数内にて他の関数を使用する回数。  

MFn105 関数名長 関数名の文字数(バイト数)。  

MMd032 

ディレクトリ外部から関数

を呼ばれる自ディレクトリ

のファイルの率 

ディレクトリ内の全ソースファイルのうち、ディ

レクトリ外部から関数を呼ばれるファイルが占め

る割合。 

MMd042 依存するモジュールの数 
他のモジュールの関数を使用している場合に、依

存していると考える。 

MMd078 
呼び出す関数が存在する外

部ディレクトリの種類数 

関数を呼び出すことで、このディレクトリが依存

している外部のディレクトリの種類数。このディ

レクトリ内部のディレクトリへの依存は含みませ

ん。  

MMd079 

使用する外部結合グローバ

ル変数が存在する外部ディ

レクトリの種類数 

グローバル変数にアクセスすることで、このディ

レクトリが依存している外部のディレクトリの種

類数。このディレクトリ内部のディレクトリへの

依存は含みません。  

MMd085 

ディレクトリ外部の外部結

合グローバル変数を使用す

る自ディレクトリのファイ

ルの種類数 

ディレクトリ外部の外部結合グローバル変数を使

用する自ディレクトリ中のファイルの種類数。  

MMd086 

ディレクトリ外部から外部

結合グローバル変数を使用

される自ディレクトリのフ

ァイルの種類数 

ファイル中で定義した外部結合グローバル変数

を、ディレクトリ外部から使用される自ディレク

トリ内のファイルの種類数。  

MMd088 

ディレクトリ外部の関数を

呼び出す自ディレクトリの

ファイルの率 

ディレクトリ外部の関数を呼び出す自ディレクト

リ内のファイルの率。分母は、ディレクトリ内の

ソースファイルの数。 

MMd093 
汎用ポインタを使用してい

るファイルの率 

ディレクトリ直下の関数を持つファイルのうち、

汎用ポインタ(void *)を使用しているファイルの

率。 

 


